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い
れ
す
な
く

災
い
申
が
ご
と
く

多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
う

平
成
二
十
八
年
「
丙
申
」
、
皇
紀
二
六
七
六
年
、
新
し
き
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
行
列
は
神
門
か
ら
第
一
駐
車
場
の
社

務
所
前
ま
で
続
く
中
、
新
年
を
告
げ
る
大
太
鼓
が
境
内
に
鳴

り
響
く
と
同
時
に
神
門
が
開
か
れ
、
初
詣
の
人
々
の
波
が
怒

涛
の
如
く
本
殿
に
広
が

り
、
宗
像
大
神
に
祈
る
参

拝
者
の
熱
気
が
境
内
に

満
ち
溢
れ
た
。

元
旦
午
前
零
時
、
本

殿
で
は
恒
例
の
九
州
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
の
一

番
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ

た
。
本
殿
前
、
祈
願
殿

内
、
福
み
く
じ
の
各
授

与
所
で
は
、
神
職
と
巫

傘
｛

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

日
閲[
]
0
[
]

背
景
に
は
、
平
成
二
十
五
年
に
和
食
が

ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化

機
関
）
の
「
世
界
無
形
文
化
遺
産
」
に
登

録
さ
れ
た
事
も
大
き
く
関
係
し
て
い

る
▼
こ
の
認
定
の
要
因
と
し
て
は
、
和

食
が
た
だ
単
に
見
た
目
が
美
し
く
、
ヘ

ル
シ
ー
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
く
、

我
々
日
本
人
の
気
質
に
基
づ
い
た
「
自

然
を
尊
ぶ
」
と
い
う
「
食
」
に
関
す
る
習

わ
し
、
伝
統
文
化
が
深
く
関
係
し
て
お

り
、
お
せ
ち
料
理
な
ど
年
中
行
事
で
、

親
族
が
集
ま
り
共
に
食
す
こ
と
や
、
地

域
の
祭
典
後
の
直
会
な
ど
、
食
を
通
し

て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
密
接
な

関
り
な
ど
も
評
価
さ
れ
認
定
の
運
び

と
な
っ
た
と
い
う
ァ
そ
の
一
方
で
国
内

で
は
食
生
活
の
欧
米
化
に
よ
る
肥
満

化
や
食
糧
自
給
率
の
低
下
、
食
品□
ス

等
食
に
関
す
る
問
題
は
山
積
し
て
お

り
、
こ
の
問
題
は
現
代
の
社
会
生
活
に

も
つ
な
が
る
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
烹
諸
外
国
で
日
本
食
を
通
し
て
の
文

化
へ
の
理
解
が
広
ま
る
こ
と
も
確
か

に
重
要
で
あ
る
が
、
な
に
よ
り
も
我
々

日
本
人
が
ま
ず
先
人
か
ら
受
け
継
が

れ
た
こ
の
す
ば
ら
し
い
食
文
化
を
再

認
識
し
、
そ
れ
を
次
世
代
に
正
し
く
伝

え
て
い
け
ば
、
先
ほ
ど
の
問
題
も
改
善

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
中
）
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女
、
巫
女
見
習
七
十
名
が
応
対
、
二
呂
そ
れ
ぞ
れ
で
皇
室
の
弥
栄
、
；
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
。
丁
こ
な
り
、
本
年
も
多
く
の
参

ョ
神
酒
授
与
所
で
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
一
国
民
の
安
泰
が
祈
念
さ
れ
た
。
一
四
日
の
月
曜
日
か
ら
は
会
社
二
拝
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

月
ル
の
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
年
明
一
辺
津
宮
で
は
同
九
時
過
ぎ
に
一
団
体
の
仕
事
始
め
の
参
拝
が
集

曜日
け
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
丁
大
駐
車
場
が
満
車
と
な
り
、
参
一
中
し
、
九
日
か
ら
の
三
連
休
は

ー

2
好
天
に
恵
ま
れ
例
年
に
な
く
こ
追
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
長
い
列
」
概
ね
天
候
に
恵
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

月8
暖
か
い
午
前
八
時
頃
に
は
、
夜
も
一
が
続
く
中
、
各
授
与
所
の
御
社
二
四
体
等
の
新
年
祈
願
や
各
地
か

年
．
f

2
 頸

一
明
け
、
初
日
を
浴
び
た
本
殿
が
扇
も
縁
起
物
や
御
神
札
・
御
守
ら
の
初
詣
バ
ス
ツ
ア
ー
の
団
体
参

一
輝
き
を
放
ち
神
々
し
く
参
拝
者
：
り
を
求
め
る
参
拝
者
で
埋
め
尽
一
拝
と
、
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
ら

等
を
迎
え
た
。
午
前
九
時
に
は
：
く
さ
れ
た
。
：
も
加
わ
り
華
や
い
だ
賑
わ
い
を

沖
津
宮
・
中
津
宮
・
辺
津
宮
に
お
一
本
殿
参
拝
の
後
、
宗
像
大
神
：
見
せ
、
特
に
十
日
は
、
も
う
一
度

い
て
元
旦
祭
が
斎
行
さ
れ
二

1
□

御
降
臨
の
地
で
あ
る
「
高
宮
祭
二
止
月
が
来
た
よ
う
な
想
定
を
超

場
」
、
沖
津
宮
の
一
え
る
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

分
霊
を
祀
る
一
正
月
警
備
に
は
、
本
年
も
宗

「
第
二
宮
」
、
中
こ
像
市
消
防
団
・
ふ
く
ろ
う
部
隊
・

津
宮
の
分
霊
を
一
宗
像
警
察
署
の
御
協
力
を
頂
き
、

祀
る
「
第
三
宮
」
丁
大
き
な
問
題
も
な
く
滞
り
無
く

へ
参
拝
さ
れ
る
二
止
月
を
終
え
る
事
が
出
来
た
。

方
も
多
く
見
受
一
今
年
の
正
月
は
、
好
天
に
恵
ま

け
ら
れ
、
三
箇
：
れ
近
年
に
な
く
暖
か
い
三
箇
日

日
は
夜
半
ま
で
一
で
、
翌
週
末
の
三
連
休
も
好
天

宗 MUNAKATA 材し 2
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宗 MUNAKATA 材し

し と晴正がなの
大な祈月帰る島筑
晦つ願中郷とで前
日芯をにし島ぁ大

且召贄見合舟嘉胃
社 百祭同生‘人
殿 つ、年活年ロ
. の厄講す末約
境 が除がる年七
内 慣・集人始百

可の 例厄い々に人

儀行きりり人が装
はさ続神設部沖飾
滞れき門ぇ・中な
り‘本前ら同両ど

還暦を迎？窟裂忌•"’·〒一：L＿→一ここfー主？？9這一遺9？く成に年た賛奉年
な平殿でれ翼宮新

--,にさ物正 をみは初開渡の境 納二て越゜会賛に

］、t] ：累喜畠胃悶虐詣かり〗麿孟磨［悶貸雷輩会胃
新例と授縁互だ篇：言［口篇儡喜［冑累式翡信贄盆
春の共与起、 り進者、がきけ、 祭斎引よよ婦備
........................................................................................................................................................................................................................... 

内願歳三まけ関者十祭 民国供か 覚わを日島寄う賛同に福
は祭の十た新係·一が―の家えら午がれ頂丸巻せつを組よみ
旧も厄三、成者恩暁執日平安さの前参天き水網たと賜合り＜
塁恣除歳言令等甥新り忍累 9 九胃贔悶島両 9 霜ま0 9 り、盆厄ど
交に厄四と温靡個成以晨塁皇胄亨祠贔怠臭りのたの新支れが

竺四閤よ：［竺］会ば儡真森緊翠晨盆］口烹 9 面聾盃宮冒詈
人れ年四しし駆亨‘゜けだ翠行等島ぇ冬がこ、組でがを特農の
々、講十てたけィ保午成 しが内たの振芳・は詰授別業奉
で境祈四‘。つ l 護前人 国、お外。味舞志春大めか協協仕
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

く者賜な典 いす舞所撒に大の還 栄頭を列役会祭大元 大
御のりる斎中をるいをきはに還暦まがの偲し員・が島始三い
礼皆まご行津みとな廻が樽斎暦をた祈海び、、翼斎支祭日に
申様し協に宮せ共がり行酒行奉迎‘念上、悠漁賛行所併、賑
しt←た力あ正てにら、ゎのさ賽え十さ安併遠業会 午わ
上衷氏‘た い大還祝れ鏡れ祈る日れ全せの従々さのせ前；
げ心子ごり月たぃ暦い、開、願二にた、て古事員れ大宗 : 
まよ・協、祭°にを酒島き祭祭十は。漁本、者‘‘漁像土
すり崇賛多諸 賑祝を内や典が九今 業年元が漁奉祈漁時
。厚敬を大祭 わ福振各餅後盛名年 繁初始参協賛願協、

平成28年2月 1 日月曜日
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各
同
年
講
が
集
い
成
人
祭
や
厄
晴
祈
願
を
斎
行

大
島
中
津
宮
の
正
月
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や
は
り
と
り
さ

4
]

と
麻
布
（
麻
苧
）
を
八
針
に
取
辟
一
ま
た
、
祭
典
後
に
は
氏
子
青

日
：
＜
、
そ
し
て
最
後
に
神
職
が
「
大
こ
ヰ
会
に
よ
り
、
切
麻
の
清
掃
奉

月
二
麻
」
に
て
天
・
地
・
人
形
・
罪
・
：
仕
が
行
わ
れ
た
。

曜日
―
二
概
れ
を
祓
い
清
め
所
役
が
人
形
・
[

2
｛
十
二
月
三
十
一
日
大
晦
日
、
二
疋
刻
午
後
三
時
に
は
こ
の
一
年
二
の
罪
・
椴
れ
を
祓
い
清
め
新
年
二
威
物
・
大
麻
を
流
棄
し
大
祓
式
一

月
]

き
午
後
三
時
よ
り
年
越
し
の
大
祓
｝
間
の
罪
・
穣
れ
を
祓
清
め
新
年
：
を
迎
え
る
為
十
二
月
の
「
師
走
こ
は
終
了
し
た
。
~

年
[

2
f
 

罪
一
式
、
引
き
続
き
一
年
最
後
の
祭
．
を
清
々
し
く
迎
え
よ
う
と
約
．
（
年
越
し
）
の
大
祓
式
」
が
執
り
行
引
き
続
き
本
殿
に
於
い
て
除
一

典
と
な
る
除
夜
祭
が
斎
行
さ
れ
ニ
ュ
百
人
の
参
列
者
が
参
集
し
大
了
ゎ
れ
て
い
る
。
二
佼
祭
が
斎
行
、
こ
の
一
年
間
の
一

i
た
。
二
祓
式
は
執
り
行
な
わ
れ
た
。
一
定
刻
、
葦
津
宮
司
以
下
神
職
一
宗
像
大
神
の
大
御
恵
に
感
謝
申
一

近
年
無
い
暖
か
な
天
候
の
中
、
i
当
社
に
お
い
て
は
七
月
と
こ
か
神
門
前
へ
参
進
、
ま
ず
宮
司
：
し
上
げ
、
ご
皇
室
・
国
家
益
々
の
一

十
二
月
の
晦
日
に
大
こ
か
祓
を
仰
し
、
葦
津
権
宮
司
が
i
繁
栄
、
そ
し
て
氏
子
崇
敬
者
の
~

祓
式
が
あ
り
、
七
月
：
大
祓
詞
を
宣
る
、
続
い
て
奉
仕
幸
福
を
祈
り
平
成
二
十
七
年
の
一

を
災
難
消
除
と
豊
作
」
員
、
参
列
者
各
人
に
配
ら
れ
た
]
萌
祭
儀
の
全
て

を
祈
る
「
夏
越
の
大
二
切
麻
」
で
自
身
を
祓
い
、
つ
い
で
□か
滞
り
な
く
修

祓
式
」
、
そ
し
て
一
年
二
所
役
が
「
祓
物
」
の
木
綿
（
白
布
□
め
ら
れ
た
。

v<̀
 



日
t
：
と
し
て
お
供
え
を
し
、
皆
様
方

曜
]
月
～
口
の
安
全
と
繁
栄
を
祈
念
し
て
お

日
，

：
り
ま
す
こ
と
を
御
報
告
致
し
、

月2
]

新
春
の
一
月
十
三
日
午
前
丁
大
社
に
斎
泊
、
精
進
潔
斎
の
上
、
一
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

年
i

ぞ
十
一
時
、
氏
子
総
代
評
議
員
多
二
京
服
を
着
装
し
て
祭
典
に
臨
ま
一

8

{

 成
｛

門
数
の
参
列
の
下
、
献
米
奉
告
祭
丁
れ
、
宗
像
大
神
の
大
前
で
無
事
一

｝
が
斎
行
さ
れ
、
氏
子
の
皆
様
か
こ
』
奉
幣
詞
を
奏
上
、
見
事
に
大
一

i
ら
寄
せ
ら
れ
た
新
穀
を
ご
神
前
二
役
を
果
た
さ
れ
た
。

一
に
献
上
し
、
昨
年
秋
の
収
穫
を
一
祭
典
終
了
後
に
は
、
清
明
殿
一

｛
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
年
の
五
こ
は
於
い
て
氏
子
会
役
員
を
長
年
[

像
一
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
っ
た
。
こ
Q
勤
め
頂
い
た
方
（
十
年
以
上
）
一

A
｛
祭
典
で
は
、
氏
子
を
代
表
し
二
り
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
本
年
は
[

T
"
 

K
A一
て
高
山
靖
男
氏
が
奉
幣
使
と
し
二
四
名
の
方
々
に
宮
司
よ
り
記
念
一

A

{

 u

i
て
御
奉
仕
さ
れ
た
。
前
日
よ
り

□
品
と
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
参
一

:Z: I/ M
t
 

d

列
し
た
氏
子
会
関
係
者
か
一

宗
一

ら
温
か
い
祝
福
を
う
け
た
。
i

竺
そ
の
後
「
鏡
開
き
」
が
行
わ
一

月
一
芦

1

毎
｛
れ
、
直
会
と
し
て
皆
で
雑
一

J
,
 

可
（物
i
J
』
煮
、
ぜ
ん
ざ
い
を
い
た
だ
一

便

k
種
戸
き
、
新
し
い
一
年
を
清
々
し
一

郵
t日

＂
ノ
く
過
ご
す
こ
と
が
で

第
一

月

5

き
る
と
大
社
を
後
に

年
t
-
」

：
し
た
。

竺
池
号
一
¥
尚
、
御
奉
納
頂
き

6
6
i
ま
し
た
献
米
は
、

O
t
 

日
々
の
日
供
祭
を
始

第

i
め
、
諸
祭
典
の
神
撰

5
 

沖
ノ
島
の
勤
務
は
、
現
在
禰
宜
以
下
十
六
名
の
神
職
に
よ
り
一
年

を
通
じ
十
日
交
代
で
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。
正
月
と
い
え
ど
も
一
人

沖
ノ
島
で
新
年
を
迎
え
ま
す
。
左
記
、
十
二
月
二
十
八
日
S

一
月
八

日
ま
で
、
十
日
間
勤
務
し
た
神
職
の
寄
稿
文
で
す
。

十
二
月
二
十
八
日
、
正

月
準
備
で
慌
し
い
辺
津

宮
を
後
に
し
、
奉
仕
の
た

め
沖
ノ
島
へ
渡
島
し
た
。

雪
が
舞
い
水
桶
に
薄
氷

が
張
っ
た
三
年
前
と
違

い
、
思
い
の
ほ
か
暖
か
く
、

海
上
も
穏
や
か
な
日
々
が

続
き
、
元
旦
に
は
若
干
の

雲
は
あ
っ
た
も
の
の
雲
間

か
ら
初
日
を
拝
す
る
こ

と
も
出
来
た
。

沖
ノ
島
で
の
奉
仕
は
神

職
と
し
て
の
本
分
を
改
め

て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る

貴
重
な
時
間
で
あ
り
、
ま

た
必
要
な
時
間
で
も
あ

る
。
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• 

造
日
記
⑪

沖
津
宮
遥
拝
所
復
旧
工
事
完
了

L
 

S

竣
工
を
斎
行

s

去
る
十
二
月
二
十
三
日
沖
津
宮
遥
拝
所
竣
工
清
祓
を
斎
行
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
月
に
上
陸
し
た
台
風
十
九
号
に
よ
り
遥
拝
所
の
屋
根

が
激
し
く
損
傷
し
た
為
、
昨
年
十
月
よ
り
全
体
的
な
災
害
復
旧
工
事
が

進
め
ら
れ
、
屋
根
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
漆
喰
の
壁
、
床
な
ど
が
綺
麗
に

修
復
さ
れ
た
。

当
日
神
職
三
名
に
よ
り
祭
典
が
執
り
行
わ
れ
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会

会
長
沖
西
敏
明
氏
、
責
任
役
員
河
辺
紘
氏
、
施
工
者
弘
江
組
を
は
じ
め

関
係
各
位
の
参
列
を
賜
り
、
宗
像
大
神
に
竣
工
の
奉
告
と
遥
拝
所
の
こ

れ
か
ら
の
無
事
を
祈
念
す
る
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、
隈
な
く
祓
い
清
め
た
。

装
い
新
た
に
整
え
ら
れ
た
遥
拝
所

に
よ
り
多
く
の
ご
参
拝
を
賜
り
、
祈

り
を
捧
げ
て
頂
き
た
い
。

2
 ̀
 

＇一冒一

1 御造営奉賛者御芳名（平成27年 12月）（順不同・敬廊略） I 

1
0
0
、

0
0
0
円

須
恵
町

根
本
山
宝
満
堂
山
下
陽
美
子

宗
像
市
宗
像
青
年
会
議
所

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

1
0、
0
0
0
円

深
谷
市
平
間
旬
一

茨
木
市
占
部
博

五
、0
0
0
円

香
南
市
佐
々
木
麻
紀

香
南
市
佐
々
木
陽
子

北
九
州
市
神
宮
恵
美

東
大
阪
市
吉
住
津
裕
子

福
岡
市
中
村
太
郎

藤
井
寺
市
盆
子
原
博
史

三
應
市
高
橋
晴
子

四
、
0
0
0
円

藤
沢
市
石
渡
由
美

三
、
0
0
0
円

糸
島
市
国
分
浩
一

糸
島
市
国
分
一
美

二
、0
0
0
円

朝
倉
市
矢
野
宙
之

大
野
城
市
川
本
良
一
・
和
子

川
西
市
上
西
崇
雄

北
九
州
市
中
山
裕
志

鳥
栖
市
津
田
伴
子

名
古
屋
市
高
村
豊

平
生
町
藤
井
恵

広
島
市
鎌
田
和
明

福
岡
市
片
山
美
晴
・
絵
理

福
岡
市
浦
川
裕
美

福
智
町
柴
田
勝
久

福
知
山
市
佐
藤
佐
喜
子

宗
像
市
柴
村
八
重
子

宗
像
市
柴
村
和
慶

宗
像
市
柴
村
孝
子
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! ! ! ! } 甘省
2 2 2 2 2 1 
月 月 月 月 月 月
22 21 8 8 8 22 
日 日 日 日 日 日

佐黒 松田 原平 辰安 吉花 西末 内岡 森市 知棚 稲柳 春鈴 福小

藤田 尾中 JII 野永 田田 田次 山野 丸 古町垣澤 田木 谷原

比 田 由 島

早知 美和 悠茂 七晋 睦和 雅正 沙剛 紀大 好将 優尚 美明 有礼

子彰 里也 子雄 南 子浩 江彦 織忠 子祐 美朗 子樹 穂次 紗史

様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様

古宗 [ 福 宗 福 宗 宗 北 宗 宗

! 賀；像i 岡 像 岡 像 像
九

像 像

口 神州

市：市i 市 市 市 市 市 市 市 市
............................................................................................................................................... 

前i 
5 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 

I > } > > > 月 月 月 月 ] 月
29 29 26 21 7 
日 日 日 日 日 日

i 結
赤石 佐渡 井中 本藤 下道 告長 重太 白津 有吉 権幸 奥相 清原

木松 藤邊 本島 山川 川端 畑谷 藤田 士村 川田 田田 村良 水田

し‘ さ

臼 婚秀禎麻岳 知嘉 香大 綾康 有徹 づ良 弥淳 裕哲 や岬 瑞和 靖真

美行 子夫 沙信 織志 子秀 紀志 み輝 生二 紀也 か 穂裕 子宏
偵様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様

式北 福 飯 飯 宗 宗 宗 宗 福 宗 福 北 じ九 九

州
岡 塚 塚 像 像 像 像 岡 像 津

州

iif l!L 挙市 市 市 市 市 市 市 市 市 市 市 市

』1l................................................................................................................... 

式打廿 廿打 廿打 i 甘i i 
5 5 5 5 5 5 

.. 月 月 月 月 月 月
6 4 4 4 4 3 
日 日 日 日 日 日

杉久 田古 石平 清牛 神森 大川 永原 山吉 大藤 廣佐 早中 塩占

山野 責賀 山川 水島 谷田 和内 島田 下田 下岡 澤々 川本 谷部

佳 し‘ 実 枝 木

菜翔 世喜 涼裕 文大 ず健 宏敏 奈猛 弘友 里裕 志徳 香伸 美寛

子吾 来紀 子士 子明 み 美弘 子史 美一 子己 帆寛 織治 咲典

様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様
干，i 名

広

i 靡 I 
福

I 垣
宗 福 飯

暦; 田

儡' 腐i 
12 

島 月
県 岡 像 津 塚 JII 

ヽ

呉
市 市 町 市 市 市 市 町

．．．．．．．．．．．．．．．．．．疇..................................................................................................................

< > 凶 『 『 竹 <
, , 9 1 9 , 8 6 6 6 
月 月 月月 月 月 月 月 月
22 22 22 20 19 13 28 28 20 

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

村芹 森鶴 久小 河大 徳巴 松進 大小 古塩 吉増 木柴 河長 井中 谷菊 川井大石 重的

橋野 元 保野 邊田 永 谷 神田賀満 田田 村田 崎谷 野村 口池 上上 庭田 住場

美 知 美 万 麻 真 JII 絵 友

和敬 香篤 尚真 香徹 久弘 歩勇 沙哲 佐章 侑龍 奈智 直隆 里浩 淑省 逸俊 遥哲 里央

子 織 子二 子 子宣 輝 子 代博 子生 美範 子次 可之 子三美昭 江憲

様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様 様様様様 様様

宗像 i 負
宗 福

I 
北 直 宗 福 宮

I 胃 i 靡
北 福 北 宗

岡
九

方 像 津 若
九

津 九 ：像像
州 州 州

市！ 市 市 市 市：市 市 市 市 市：市！市
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北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
ミ
ツ
子
~

申
年
の
縁
起
を
か
つ
ぎ
「
赤
」
を
着
て
屠
蘇
を
頂
く
白
梅
一
輪
[

お
正
月
ら
し
い
華
や
か
な
歌
。
二
句
は
少
し
説
明
的
な
の
で
〈
申
一

＿
年
に
縁
起
良
き
と
ふ
〉
と
し
て
は
。

宗
像
市
富
田
山
本
静
子
[

柿
狩
の
息
子
が
呉
れ
お
り
し
富
有
柿
色
よ
き
一
っ
さ
あ
さ
む
き
ま
し
よ
i

美
味
し
い
柿
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
〈
柿
狩
り
の
土
産
に
子
の
く
れ
し
~

一
富
有
柿
を
さ
あ
さ
剥
き
ま
し
ょ
色
良
き
ひ
と
つ
〉
と
し
て
み
た
。
一

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一

は
と
と
V
J
す

と
り
あ
へ
ず
こ
こ
で
よ
か
ら
う
と
植
え
し
よ
り
裏
庭
の
そ
こ
に
杜
鴎
草
咲
く
i

こ
こ
と
そ
こ
の
対
比
の
あ
る
歌
。
そ
こ
は
隅
な
ど
と
具
体
が
あ
一

一
る
ほ
う
が
景
が
見
え
、
良
い
の
で
は
。
~

宗
像
市
多
膿
早
川
祥
三

中
立
を
校
内
外
で
使
い
わ
け
解
釈
学
ぶ
大
人
の
資
格
[

選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
と
、
高
校
で
選
挙
を
教
え
る
と
い
う
こ
~

一
と
を
詠
ん
だ
歌
か
。
主
語
を
統
一
し
、
詠
む
対
象
が
分
か
る
確
か
な
言
葉
を
入
れ
て
。
[

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
一

デ
パ
ー
ト
に
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
曲
流
れ
何
か
買
わ
む
と
思
わ
ず
急
ぐ
一

気
分
の
浮
き
立
つ
季
節
。
下
の
句
は
何
か
の
代
わ
り
に
具
体
的
一

[
な
物
の
名
が
入
る
方
が
共
感
で
き
る
。
i

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
i

晴
れ
て
来
し
日
差
し
に
応
へ
笹
鳴
き
の
う
ぐ
ひ
す
の
声
弾
ん
で
来
た
る
[

一
先
月
に
続
き
笹
鳴
き
す
る
鶯
の
声
を
捉
え
た
歌
。
声
の
変
化
に
[

気
付
く
感
覚
の
繊
細
さ
が
と
て
も
良
い
。
一

宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ
~

浴
室
の
左
の
窓
を
赤
く
染
め
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
今
盛
り
な
り
[

良
く
で
き
た
歌
。
秋
の
満
天
星
蹄
躙
の
紅
葉
を
入
浴
し
な
が
ら
一

味
わ
う
作
者
。
二
句
は
〈
窓
の
左
を
〉
。
~

示
賃
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月
2
5
日
メ
切

俳
句0

ロ

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

も
み
じ
手
の
木
洩
れ
日
掬
う
児
の
あ
わ
れ

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉

看
板
に
蛙
一
匹
う
ど
ん
食
ぶ
休
日
の
タ
ベ
カ
ロ
の
う
ろ
ん
や

休
日
の
看
板
の
蛙
に
哀
愁
を
感
じ
た
作
者
だ
ろ
う
。
固
有
名
詞

は
表
記
を
正
し
く
〈
か
ろ
の
う
ろ
ん
〉
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

い
そ
と
せ
余
わ
が
見
ぬ
ふ
ぶ
き
実
況
で
ふ
る
さ
と
の
友
の
電
話
が
伝
ふ

故
郷
の
吹
雪
を
懐
か
し
く
思
う
作
者
。
実
況
の
位
置
を
移
し
結

句
を
〈
実
況
で
伝
ふ
〉
に
。

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
喜
範

紺
碧
の
玄
界
灘
を
見
お
ろ
し
く
常
夏
の
国
バ
ン
コ
ク
ヘ
飛
ぶ

爽
や
か
な
歌
。
二
句
〈
冬
の
玄
界
を
〉
、
三
句
〈
見
下
ろ
し
て
〉
、
結

句
〈
タ
イ
目
指
し
ー
〉
に
。

宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

柚
子
の
香
を
ま
と
い
た
る
が
と
客
が
言
い
皮
を
刻
み
て
煮
る
と
こ
た
え
る

狂
言
の
問
答
み
た
い
な
固
さ
が
面
白
い
が
、
口
語
で
「
」
を
使
い

会
話
を
入
れ
た
詠
み
方
も
試
し
て
は
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

シ
ク
ラ
メ
ン
に
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
も
買
い
ま
し
た
財
布
の
口
金
ゆ
る
む
師
走
は

歳
の
瀬
は
財
布
の
紐
な
ら
ぬ
口
金
が
ゆ
る
む
の
だ
。
下
の
句
〈
師

走
は
財
布
の
口
金
ゆ
る
み
〉
と
。

選
者
詠

し
ぼ
り
た
る
果
汁
は
ヒ
ト
に
の
こ
り
た
る
蜜
柑
は
メ
ジ
ロ
に
梅
の
枝
に
さ
す

小
鳥
ら
の
ひ
と
日
に
食
ぶ
る
餌
の
か
さ
お
も
へ
ば
愛
し
蜜
吸
ふ
め
じ
ろ

所
〒
八
―
―
ー
三
五

0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葎
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

「
断
捨
離
」
。
で
は
な
い

ー
濯
｀
提
と
い
え
は

で
す
が
、
年
末
、
社
務
所
の
自
席
、
机
周
り
の

整
理
、
大
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
例
年
し
て
は

い
ま
す
が
、
机
の
上
の
体
裁
を
整
え
る
程
度
の

も
の
…
今
年
は
気
合
を
入
れ
…
事
前
に
断
捨

離
の
本
を
購
入
、
机
の
中
や
棚
な
ど
、
隅
々
ま

で
綺
麗
に
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
ヶ
月

ま
だ
、
美
し
い
状
態
を
保
ち
、
な
ん
と
な
く
で

は
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
の
効
率
も
良
く
な
っ
て

い
る
よ
う
な
…
気
が
し
て
お
り
ま
す
▼
本
年
は
、

じ
ょ
う
み
ょ
う
せ
い
ち
ょ
く

「
浄
明
正
直
」
と
清
浄
を
旨
と
す
る
神
道
の
基

本
に
習
い
、
自
席
は
も
と
よ
り
身
な
り
を
整
え
、

常
に
綺
麗
な
状
態
で
、
神
明
奉
仕
、
社
報
編
簗

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
了
ま
た
、
寒
波
が
く
る

よ
う
で
す
、
皆
様
ご
自
愛
下
さ
い
。
（
鈴
）

―'且9滋油-

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

1 ・ 15日月汲祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭、

宗像護国神社祭 (l 日）
午前 11 時～
総社祭
浦安舞奉奏（ 1 日）
豊栄舞奉奏(15 日）

,......................... 

3日節分祭
午前11 時～於＝本殿

豆打ち式

午前 11 時30分～於＝斎館前
.................................................. 

11 日紀元祭
午前11 時～




